
         

   

８
月
１
日
(
土
)
、今
井
町
の
真
夏
の
夜
の
恒

例
行
事
と
な
っ
た
今
井
灯
火
会
が
連
日
続
く

猛
暑
の
中
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

灯
火
の
準
備
を
担
っ
て
下
さ
る
方
々
は
、皆
さ

ん
汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら
１８
時
頃
か
ら
竹
筒

並
べ
の
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
は
心
か
ら
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

19
時
か
ら
は
、華
甍
の
玄
関
先
で
点
灯
式
を

挙
行
し
ま
し
た
。 

 

ま
ず
、
米
川
自
治
会
長
の
開
催
挨
拶
。
つ
づ
い

て
来
賓
と
し
て
亀
田
橿
原
市
長
、う
す
い
市
議

会
議
長
、
原
山
衆
議
院
議
員
の
祝
辞
の
あ
と

神
田
副
議
長
と
細
川
、
矢
追
、
奥
田
各
市
会

議
員
が
錦
上
花
を
添
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。 

 

 

今
年
は
高
田
商
業
高
校

の
女
子
生
徒
５
人
が
地

域
の
イ
ベ
ン
ト
に
協
力
参

加
す
る
と
い
う
課
題
の
一

環
で
今
井
灯
火
会
を
選

ん
で
く
れ
た
の
で
、
点
灯

式
に
集
ま
っ
た
皆
さ
ん
に

そ
の
旨
を
披
露
し
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
７
月

３１

日
の
夕
方
か
ら
灯
火
会
の
大
看
板
製
作
、
灯

火
会
当
日
は
大
看
板
の
設
置
、
今
井
町
に
つ
い

て
実
地
学
習
、
竹
筒
の
ろ
う
そ
く
点
灯
、
見
守

り
、
及
び
春
日
神
社
や
西
環
壕
で
受
付
業
務

を
担
当
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

 
点
火
式
で
は
、
中
西
当
保
存
会
長
の
合
図
で

一
斉
に
点
灯
し
ま
し
た
。 

 

灯
火
は
、
中
尊
坊
通
り
、
御
堂
筋
、
称
念
寺

境
内
、
旧
南
口
門
周
辺
、

宮
の
前
、春
日
神
社
、西

環
壕
広
場
に
約
２
千
個

点
灯
し
ま
し
た
。 

 

春
日
神
社
で
は
、
だ
ん

じ
り
の
前
で
子
供
太
鼓

の
演
奏
が
あ
り
、普
段
は

静
寂
な
闇
に
包
ま
れ
て

い
る
境
内
に
だ
ん
じ
り 

       

の
提
灯
の
明
る
さ
と
元
気

の
い
い
太
鼓
の
響
き
が
昨

年
と
は
変
わ
っ
た
活
気
を

感
じ
る
灯
火
会
を
演
出

し
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

西
環
壕
の
灯
籠
流
し
も

40
基
に
達
し
、
子
供
達
が

い
ろ
い
ろ
夢
の
あ
る
願
い

事
を
書
き
、
記
念
撮
影
を

し
た
り
し
て
、
家
族
で
大

い
に
盛
り
上
が
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

 

      

（１） 令和８年９月１日                い ま い は 今                      第３１5 号  
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猛
暑
に
立
ち
向
か
っ
て 

 
 

 

第

１９
回
今
井
灯
火
会 
開
催
！ 

春日神社境内 

今
井
環
壕
広
場 



    

７
月
２９
日
(
水
)
10
時
か
ら
今
井
ま
ち
な
み

交
流
セ
ン
タ
ー
華
甍
の
２
階
講
堂
に
お
い
て
、

標
記
審
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

本
年
度
は
、
審
議
会
の
会
長
、
副
会
長
の
改

選
期
に
あ
た
り
ま
し
た
。
会
長
に
は
、
増
井
正

哉
氏
、
副
会
長
に
は
、
米
川
憲
久
氏
が
再
選
出

さ
れ
ま
し
た
。 

 

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
山
本
直
彦
氏
、
鈴
木

智
大
氏
、
吉
田
恭
純
氏
と
、
町
内
か
ら
は
、
今

井
慶
子
氏
、
森
本
育
寛
氏
、
中
西
知
当
保
存

会
長
が
委
員
と
し
て
参
加
。 

 

市
当
局
は
吉
田
副
市
長
、
他
幹
部
職
員
と

今
井
町
並
保
存
整
備
事
務
所
中
川
所
長
以

下
職
員
が
参
加
。 

 

今
年
度
は
昨
年
着
任
し
た
建
築
担
当
の
加

藤
主
査
が
初
め
て
事
業
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
審
議
会
に
お
い
て
、
中
川
所
長
か
ら
次

の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

伝
統
的
建
造
物
等
の
修
理
・修
景
事
業
に
関

す
る
補
助
金
算
定
基
準
の
「
補
助
基
準
額
」

の
見
直
し
の
件
で
す
。 

 

現
在
の
算
定
方
法
は
、
修
理
に
要
す
る
㎡
当

た
り
の
見
積
も
り
単
価
と
、橿
原
市
が
設
定
し

た
㎡
当
た
り
の
「
補
助
基
準
額
」
を
比
較
し
、

低
い
方
の
金
額
を
適
用
し
て
い
ま
す
。こ
の
「
補

助
基
準
額
」
が
、
平
成
２２
年
か
ら
ず
っ
と
１５

年
間
改
正
さ
れ
て
い
な
い
の
で
現
在
の
見
積
金

額
と
の
乖
離
が
甚
だ
し
く
、
実
際
に
修
理
・
修

景
を
行
う
建
物
所
有
者
の
負
担
が
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
建
物
所
有

者
が
修
理
・修
景
工
事
を
た
め
ら
う
傾
向
が
出

て
い
る
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
「
補
助

基
準
額
」
を
実
態
に
即
し
た
金
額
に
見
直
す

こ
と
で
建
物
所
有
者
の
修
理
・
修
景
事
業
の

意
欲
を
高
め
て
補
助
金
を
よ
り
効
果
的
に
活

用
し
よ
う
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
提
案
で

す
。
当
保
存
会
と
し
て
は
、
時
宜
を
得
た
提
案

と
受
け
と
め
賛
意
を
表
し
ま
し
た
。 

 

合
わ
せ
て
保
存
会
と
し
て
伝
統
的
建
造
物

所
有
者
が
相
続
や
売
買
に
よ
り
変
わ
っ
て
い
る

事
と
、
伝
建
物
指
定
の
文
書
を
平
成
６
年
に

建
物
所
有
者
に
交
付
し
て

か
ら
３２
年
も
経
過
し
て
い

る
現
状
を
踏
ま
え
、
改
め
て

建
物
所
有
者
へ
の
再
通
知

や
伝
統
建
造
物
プ
レ
ー
ト

(
参
考
写
真
は
、登
録
有
形

文
化
財
の
プ
レ
ー
ト
)
の
支

給
等
に
よ
る
伝
建
物
所
有

者
と
し
て
の
意
識
の
向
上
に
繋
が
る
施
策
を

要
望
し
ま
し
た
。 

    

先
月
28
日
、
熊
本
県
で
最
大
震
度
７
の
大

地
震
に
よ
り
、甚
大
な
被
害
が
で
ま
し
た
。 

 

Ｔ
Ｖ
等
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
映
像
・
写
真
に
倒
壊

し
た
瓦
屋
根
の
木
造
家
屋
を
見
て
、
能
登
の

大
地
震
で
の
被
害
状
況
を
思
い
出
し
ま
し
た
。 

 

今
井
町
は
ほ
と
ん
ど
木
造
家
屋
ば
か
り
の
町

で
す
か
ら
、
ひ
と
ご
と
と
は
思
え
ず
、
気
に
な
る

と
こ
ろ
で
す
。 

 

現
在
町
内
で
の
伝
統
的
建
造
物
の
修
理
に

あ
た
っ
て
は
、
伝
統
構
法
建
築
に
向
い
た
限
界

耐
力
計
算
法
に
よ
り
、
耐
震
力
を
算
出
し
て

震
度
７
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
設
計
施
工
す
る

そ
う
で
す
。 

 

具
体
的
な
工
法
と
し
て
は
、
屋
根
の
荷
重
を

減
ら
す
為
に
、
瓦
の
軽
量
化
、
乾
式
工
法
(
防

水
シ
ー
ト
)
の
採
用
、土
壁
(
竹
を
編
み
土
、粘

土
で
固
め
る
)
、
柱
と
柱
の
間
に
「
ヌ
キ
」
を
入

れ
る
貫
工
法
等
木
材
の
特
性
を
生
か
し
た
耐

震
工
法
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
基
礎
に
つ
い

て
も
礎
石
が
動
か
な
い
よ
う
に
「
ベ
タ
基
礎
」
を

施
工
し
て
地
盤
を
固
め
て
い
ま
す
。 

（２）令和８年９月１日                い ま い は 今                      第３１5 号  

橿
原
市
伝
統
的
建
造
物
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存
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開
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今
井
町
は
大
丈
夫
？ 

熊
本
県
で
大
地
震 

木
造
家
屋
の
倒
壊
多
数 


